離婚に関する合意書
甲と乙とは、婚姻関係の解消にあたって、本日、次の通り、合意した。
第１条（親権者指定の確認、離婚届の交付）
　　甲と乙とは、離婚に際して、子○○の親権者を甲と定めることを確認した。甲は乙に対し、本日、必要な記載が全て整った離婚届出書に署名捺印並びに訂正のための捨印を押捺して交付し、乙はこれを本日受領した。乙は速やかに役所に届出を行う。
第２条（離婚給付、支払方法）

　　乙は甲に対し、本件離婚に際して、次の通りの離婚給付を行うことで合意した。
1） 離婚慰謝料　金○○円

2） 財産分与　　金○○円

3） 養育費　　　子〇〇〇の養育費については子〇〇〇が成年(二〇歳になる誕生月)になるまで次の金額を支払う
平成○年○月～平成○年○月　金○○円

　　　　　　　　平成○年○月～平成○年○月　金○○円

　　　　　　　　平成○年○月～平成○年○月　金○○円
支払方法

1） 本日　甲は離婚慰謝料金○○円と財産分与金〇〇円合計金〇〇円を受領した。
2） 慰謝料、財産分与の残金金〇〇円については次の通り分割して支払う。
平成○年○月○日限り　金○○円

平成○年○月～平成○年○月　月末限り　金○円

平成○年○月～平成○年○月　月末限り　金○円
を下記の振込口座に送金して支払う

    3)  養育費については毎月末日限り翌月分を下記振込口座に送金して支払う。

　　
　　振込み口座　　○○銀行○○支店、普通口座、１２３４５６７、名義人○○○○

第３条（遅延損害金）

　　乙が前条の、慰謝料、財産分与の支払いについて滞納し滞納金額が合計金〇〇円以上となった場合、乙は期限の利益を喪失し未払い残金と支払済みまで、年率１５パーセントの損害金を加算した合計額を支払う。養育費の延滞については延滞金として乙は金１５パーセントの割合の遅延損害金を支払う。

第４条（子供の面接交渉）

　　甲は乙に対して、子〇〇〇と乙が月に一回程度、子供の福祉を考慮して面接できることを約束する。
第５条（契約外事項）
　　甲と乙とは、子○○の怪我や病気や進学など、格別の事項が生じたときは、前条までの合意に関わらず、誠実に協議して対処することを約した。
第６条（清算条項）

　　甲乙間には、本合意書に定めるほか何らの債権債務も存在しないことを相互に確認した。

第７条（専属的合意管轄裁判所）

　　甲乙は、本契約に関して万一紛争が生じた場合の第一審の管轄裁判所を〇〇家庭裁判所あるいは〇〇地方裁判所と定めた。

以上の通り契約したので、本合意書２通を作成し、甲乙各１通を所持することとした。
平成○年○月○日

甲：住所
　　氏名
乙：住所
　　氏名
１　協議離婚の際の条件を定めた合意書です。

２　離婚届け出をどちらが預かって提出するかは、話し合いで決めますが、通常対価を支払う方か、離婚を希望する方が提出することになります。

３　記載事項に間違いがあると訂正印が必要となりますので、通常、捨印を押してもらっています。

４　金銭の支払いが分割払いとなっています。分割払いの場合できれば公正証書にするのが望ましいです。この契約書と印鑑証明書、実印を両者が公証役場に持参すれば作成できます。両者が公証役場に行けない場合は作成に関する委任状が必要です。 
